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L
G
B
T
と
S
O
G
I
？

　
　
男
女
共
同
参
画
と
の
関
係

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
、Ｌ
：
レ
ズ
ビ
ア
ン
（
女

性
の
同
性
愛
者
）、
Ｇ
：
ゲ
イ
（
男
性
の

同
性
愛
者
）、
Ｂ
：
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
（
両

性
愛
者
）
の
３
つ
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

（
性
的
指
向
）
と
Ｔ
：
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
（
生
ま
れ
た
時
に
割
り
当
て
ら
れ
た

性
別
に
違
和
感
を
持
ち
、
性
別
を
越
え
て

生
き
る
人
、
生
き
た
い
人
）
と
い
う
性
自

認
の
各
単
語
の
頭
文
字
で
、セ
ク
シ
ャ
ル
・

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
（
性
的
少
数
者
）
の
総

称
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
最
近
で
は
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
（
ソ
ジ
・

ソ
ギ
）
と
い
う
言
葉
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
性
的
指
向
（
S
e
x
u
a
l 

O
r
i
e
n
t
a
t
i
o
n
）・
性
自
認

（
G
e
n
d
e
r 

I
d
e
n
t
i
t
y
）
の

頭
文
字
で
、
性
の
あ
り
方
は
誰
も
が
持
っ

て
い
る
も
の
で
、
少
数
派
も
大
多
数
派
も

な
く
、
広
く
み
ん
な
の
在
り
方
を
認
め
ま

し
ょ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

世
界
に
は
多
様
な
人
々
が
生
き
て
い
ま

す
。
男
女
共
同
参
画
で
い
う
男
女
と
は
、

男
性
と
女
性
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
多

様
な
す
べ
て
の
人
を
指
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
人
権
を
尊
重
し
、
互
い
を
認
め
合
う

こ
と
が
男
女
共
同
参
画
の
第
一
歩
で
す
。

み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
い
い

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
自
ら
の
意

志
に
よ
っ
て
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、
誰

も
が
平
等
に
学
ん
だ
り
働
い
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
、
と
も
に
責
任
を
分
か
ち
合
え

る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　

性
別
で
決
め
る
の
で
は
な
く
、
個
人
の

能
力
な
ど
に
よ
っ
て
役
割
を
適
切
に
分
け

る
こ
と
で
大
人
も
子
ど
も
も
、
も
っ
と
心

豊
か
に
、
生
き
生
き
と
自
分
ら
し
く
暮
ら

せ
る
社
会
が
訪
れ
る
は
ず
で
す
。

　
「
み
ん
な
違
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
本

来
一
人
ひ
と
り
は
違
う
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
良
さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

良
さ
を
認
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

函
南
町
の
目
標

　

町
で
は
、
平
成
27
年
に
第
２
次
函
南
町

男
女
共
同
参
画
計
画
を
策
定
し
、
男
女
共

同
参
画
の
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

５
年
が
経
過
し
た
令
和
４
年
３
月
に
社

会
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
第
２
次
函

南
町
男
女
共
同
参
画
計
画
改
訂
版
を
策
定

し
ま
し
た
。「
一
人
ひ
と
り
が
認
め
合
い 

支
え
合
う
ま
ち 

か
ん
な
み
」
を
実
現
す

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
を

ま
と
め
た
計
画
で
す
。

町の指針を
策定しました！

６月 23 日～６月 29 日は
男女共同参画週間

　家族みんなで家事や地域活動

などの分担について話し合ったり、

仲間と仕事の仕方について考えた

りしてみませんか。

　得意なこと、好きなこと、苦手

なことは人それぞれ。一人ひとりが

個性や能力を発揮して責任を分か

ち合うことが男女共同参画です。

お
互
い
に
違
い
を

　
　
　
認
め
合
お
う
！

町で、地域で、家族で、一人ひとりが
できることから取り組んで、

男女共同参画社会の実現を目指しましょう！

環環環 境境境
月月月 間間間

生活の中で何ができるか考えましょう
　1972 年６月５日にストックホルムで開催された「国連人間環
境会議」を記念して定められた「世界環境デー」を受け、日本
ではこの日を「環境の日」としています。
　また、６月を「環境月間」とし、全国でさまざまな行事を行っ
ています。これを機にできることから取り組んでいきましょう。

問合先／環境衛生課（979-8112）

身近なところで COOL CHOICE（クールチョイス）１
　「COOL CHOICE（賢い選択）」とは、地球温暖化対策のため、省エネ・低酸素型の製品への買い替
えやサービスの利用、ライフスタイルの選択などをすることです。

（例）・LED照明やエコ家電に買い替える
・公共交通機関を利用する

・自転車や徒歩で移動する

・マイバッグを使う

・食べ物は残さず食べる

住宅用太陽光発電システム等設置事業費補助金２
　環境への負荷の少ないエネルギーの利用を促進し、地球温暖化の防止を図るため、住宅用太陽光
発電システムおよび家庭用蓄電システムの設置にかかる費用を予算の範囲内において補助します。

○対象機器
・太陽光発電システム

・家庭用蓄電池システム

※ともに上限５万円、千円未満は切り捨て

○対象
過去に同種のシステムに係る補助金などの交付

を受けていない人で町税に未納がなく、居住予

定の町内の住宅などに、補助の対象となるシス

テムを設置する予定の人

○その他
設置工事着手前に環境衛生課に申請してくださ

い。必要書類などの詳細はお問い合わせください。

生ごみ処理機設置費補助金３
　生ごみの減量化と資源化を推進するため、生ごみ処理機を購入された人に対し、予算の範囲内で補
助しています。詳細は町ホームページを確認するか、お問い合わせください。

○対象機器
生ごみ処理機、コンポスト容器、ボカシ容器

※生ごみ処理機は１世帯１台まで

○対象
町税に未納がなく、町内に住居、店舗、事務所

などを所有している人

○補助金額
対象機器を購入した費用の２分の１以内

（上限３万円 /台、100 円未満切り捨て）

６
月は

▲生ごみ処理機 ▲コンポスト容器 ▲ボカシ容器

みんな違ってみんないい

～男女共同参画ってなあに～


